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はじめに 新城歯科医師会から  新城歯科医師会長 川合敏正 

            8020 運動が愛知県歯科医師会で提唱され 20 年が経過し、広く認知されてきたよ

うです。 

            8020 達成者は年々増え続け、当地域でも 11 月 16 日の表彰式で 30 余名の方が

表彰されます。残存歯の多い人ほど全身の健康状態も良好であることは以前より言わ

れており、実際に 8020 達成者の医療費は少ないという結果に現れています。 

歯を喪失する第１の原因は歯周病であり、近年の歯科医療は、「失った歯を補綴す

る」から、「歯周病の治療と維持管理により歯を長期にわたり機能させる」へ重点が

シフトしつつあります。進行した歯周病は、心筋梗塞、脳梗塞の発症リスクを約 3

倍に押し上げ、また糖尿病をより悪化させることが最近になり判明しています。

8020 達成を目指して、歯周病の早期発見、治療、維持管理に取り組むことが、結

果として、全身の健康維持に大きく寄与することになります。当地域においても、一

般住民に対する歯周病の予防・早期発見の取り組みは始まったばかりで、特に糖尿病

に関連した医科との連携についてはようやくスタートラインに立ったところです。多

方面の方々のご理解とご協力をお願いするしだいです。 

開業医訪問 今泉医院 院長 今泉博夫 

            

             診療科目 内科 

            

            

            

  

 

昭和 23 年当地に帰り、開業していた父と共に今泉

医院で診療を始めました。 

当時は最年少だった私が今では最長老となりまし

た。当時は今より医師も少なく、病院も少なかったの

で、往診も多く夜おそくまで、年中無休で頑張りまし

たが、平成 11 年 11 月に解離性大動脈瘤で倒れ、豊

橋のハートセンターに入院、3 週間で退院して、今で

は元気になりました。 

それ以来、診療時間を午前中だけとして、あまり無

理しない様に診察しております。 

 

 

 

住所 新城市玖老勢字清水 12-3 

電話 0536-35-1003 

勤務医訪問 作手診療所副所長 前田英登 

            本年度より作手診療所に 

           勤務しております前田です。

           施設については先月に所長 

           の佐々木より紹介があった 

           ため、個人的に感じている 

           ことを書かせていただきま 

           す。 

 作手という土地柄、また、診療所ということもあり、

お年寄りの方と会話することが多いです。はじめは、

東三河の方言が分からず、苦労することも多かったの

ですが、徐々に慣れてきて、今度は別の意味で苦労し

ています。というのは、もともとの自分の出身が西三

河であり、その後栃木県で大学 6 年間を暮らし、現

在作手で生活しており、これらの方言が混ざり合い、

どこの方言だか分からない言葉になってしまってい

ることです。よく患者さんに、変な方言といわれるの

ですが、染みついてしまっているのでなおりません。

しかしながら、方言のほうが言葉に温かみがあるよう

に感じるのか、お互いに笑顔になれる気がするので、

これからもこのまましゃべり方を続けていこうと思

う今日この頃です。 

診療所電話 0536-37-2133 
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新城市夜間診療所（へき地医療支援室） 

支援医師を始め関係者皆様のご理解をいただき、10

月 3 日から診療を開始いたしました新城市夜間診療所

の受診状況についてお知らせいたします。 

 診療日を週 4 日で開始いたしましたので 10 月の診

療日数は 16 日となりました。受診者数は５５人で、

内科２７人、小児科２８人でした。受診された方の住

所地は、新城地区３９人、鳳来地区９人、作手地区２

人、その他５人でした。新城市夜間診療所から病院へ

紹介した方は５人でした。急に熱が出た赤ちゃんを抱

いて来院するケース、東京から帰郷中に体調を崩し来

院するケース、腹痛で声も出せない症状で診察の結果

新城市民病院に紹介し即入院されたケースなど、１次

救急を担う新城市夜間診療所の存在意義の大きさを痛

感しているところです。まだスタートしたばかりで不

行き届きの点もあろうかと思いますが、「患者さんに愛

される診療所づくり」のため、職員一同取り組んでま

いりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。 

夜間診療所 

電話番号 ０５３６－２４－１１６１ 

◎ 新城市夜間診療所 
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・診療科目 内科、小児科             

・診 療 日 月、火、金、土曜日          

・休 診 日 水、木、日曜日、祝日、12 月 29 日か

ら 1 月 3 日まで           

・診療時間 午後８時から午後１１時        

・受付時間 午後７時３０分から午後１０時３０分 

（時間内のみ通話可能です。） 

・電話予約 電話で症状を連絡のうえご来院くだ

さい。 

・注意事項 急患の方を診療するための診療所です。

 


